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新技術の概要
病気や障害によって意思疎通が困難な人々をサポートする

本発明は、視線を向けた対象の輝度変動と瞳孔径変動の対応を利用して情報を入力する。従
来は、精度や疲労、コストの面で問題が多かったが、本発明ではこれらを解決できる。

• 従来のカメラによる眼球位置特定による入力装
置に比べ、

• キャリブレーションの手間が軽減される。
• 入力の安定度が高い。
• 入力が容易。
• 頭部位置の自由度が大きい。

新方式による視線入力装置
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東京工業大学 研究・産学連携本部
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新技術の原理

新技術の評価系
流れの方向

右図に本発明の原理を示す。

視線を向けた対象の輝度変
動と瞳孔径変動の対応を利
用して情報を入力する。

例えば、文字盤の「1」の輝度
が1Hzで変動しているとそれ
を見ている観察者の瞳孔径
も1Hzで変動するため、「1」
を見ていると判断する。

新技術の評価系を右図に示す。

パソコンと瞳孔径を測定する眼球
運動計測装置から構成される。
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